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＜連絡事項＞
・感染対策委員会より
インフルエンザ発症に伴い、面会制限を掛ける事になりました。
面会制限（事前告知）のポスターを作成し、青南病院は正面玄関・受付に2ヶ所と南A玄関に2ヶ所（計4ヶ所）掲示しました。

週明け（11/25）に「面会制限（開始）」のポスターに切り替える予定です。
＜患者様連絡事項＞
・尾崎　栄子様～尿道留置カテーテル、定期交換している。
・稲荷　幸七様～胃管カテーテル、尿道留置カテーテル、艇庫交換している。
＜ユニット、部屋移動＞
・安達　貴浩様～東A16号室→東B2号室
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。ホールにて過ごされている。他者トラブルや不穏さなく対面時穏やか。衣類に関する訴え聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前、午後1時間の開放観察開始。ホールにて書き物をしている。強要行為や迷惑行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・澁谷　兼一様～徘徊、他室侵入あり介入、抵抗等なく穏やか。放尿なし。
・尾崎　栄子様～バイタルサイン異常、酸素飽和度低下無し。開眼し上肢を動かす様子見られている。本日昼より経管栄養開始し、白湯100mlトラブルなく施行。
嘔吐なし。
＜田名部Dr診察＞
・久保　興介様～vdsのコントミン(25)が中止となっている。
・吉島　知寿子様～夕食後のクエン酸Na(50)が中止となっている。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・安達　貴浩様～右手親指周辺の腫れ、痛みがあり、ハップスター処方。

・袴田　将志様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・小向　静江様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・高柳　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・高橋　憲一様～11/22朝はスピロノラクトン(25)1T、以降は朝にスピロノラクトン(25)0.5T　7日分処方。
＜皮膚科診察情報＞
・尾崎　栄子様～左大転子部と臀部のにはアズノール軟膏+テープ保護の指示あり。
　　　　　　　　右大転子部はソフラチュール+ブロメライン軟膏塗布の指示あり。
　　　　　　　　※ソフラチュールは1/2または1/4に切って（滅菌操作で）使用するようにとの事。

・助川　節子様～両下腿が乾燥しており落屑・色素沈着ありヘパリン類似物質クリームを塗布するよう指示あり。
※他の患者様は同内容の処置継続。
＜新入院患者様情報⓵＞
日　　時：令和1年11月21日　11：41

氏　　名：東野　愛（ひがしの　めぐみ）様

生年月日：平成1年2月3日　30歳

病　　名：てんかん性精神病・知的障害

性　　別：女性

主治医　：金Dr.（サポート：田名部Dr.）

入院形態：医療保護

病　　棟：東病棟Aユニット11号室

　(経過）

　 現在、八戸赤十字病院精神科に入院中。同院に計7回の入院歴がある。南部町にて同胞2人の第1子として出生。H4年10月青森労災病院小児科てんかんと診断。その後知的障害も指摘された。名久井農業高校卒業後、仙台の専門学校に入学するも1年生の春に中退。就労歴なし。婚姻歴、妊娠歴なし。

H19年仙台の専門学校に入学したが5月から「人が怖い」と自閉的になった。仙台のけやきクリニック（精神科）へ通院したが医者と合わず3回で中断。H20年4月帰郷し自閉的な生活をしていた。H23年2月オーラが見えるといい同年3月にささクリニックを受診、2回通院するもまたもや医師と合わず中断。同年5月自分のせいで災いが起こるので家出すると言い飛び出そうとする、誰もいないのに1人で頷く、誰もいない所を叩く、塩をまく等の奇異な行動、独語がみられた。

 同年5/30悪霊がいると言って興奮し八戸赤十字病院救急外来を受診し、父様の同意により医療保護入院となる。その後H24年から家族に対しての被害妄想が始まり情動不安定、 突発的に興奮、家族に暴力を振るうようになった。 症状安定後は自宅退院し同院のデイケアの利用もしていたが妄想による易怒性・ 興奮、暴力行為、器物破損があり、何度も入退院を繰り返している。（詳細は情報提供書参照）外来にて継続していたイーケプラは易怒性や攻撃性を考慮して中止していた。現在の発作の頻度を確認するが現段階では不明。入院中、病棟内でのトラブルはなく、拘束や隔離対応をした経緯はないが「東京で彼氏と暮らす」との固定化された妄想は持続。

御家族としていずれは御本人との同居を希望しているが、上記の状態により、現段階での自宅退院は困難でありまた、急性期病院での治療継続は御家族の希望に応じられないとのことで、9/18当院へ紹介があり慢性期療養、生活訓練目的での転院を希望されていた。今回当院での受け入れが可能となり、 R1.11.21東病棟Aユニットへ医療保護入院の運びとなる。
＜新入院患者様情報⓵＞
日　　時：令和1年11月21日　13：22

氏　　名：葛西　せつ（かさい　せつ）様

生年月日：昭和18年12月15日　75歳

病　　名：全般性不安障害

性　　別：女性

主治医　：深澤Dr.

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Dユニット19号室

　

(経過）

　 独居。元々田子診療所がかかりつけ。R1.10.3左記受診時不眠を訴えベルソムラを処方されるが、10/21受診時に改善が見られず10/31三戸中央病院へ紹介される。（深澤院長が診療）初診時発汗、不安、焦燥感、動悸、呼吸苦の訴えあり。 様々な向精神薬に対する不安もあり『全般性不安障害』の診断、 治療を開始する。

11/14夜間トイレに起きた際に動機、多量の発汗があり、脱水の不安があり、自ら救急車を呼んで上記医院へ搬送される。 心電図心エコー検査実施するが、目立った異常所見はなかった。その後も発汗、不眠、不安感の症状が持続。11/15友人の付き添いにて上記医院を再度受診し、注射（内容不明）を実施しているが、疾病管理能力や生活困難な状況が続いていることから上記医院から当院へ紹介があり、症状改善、入院加療目的にてR1.11.21東病棟Dユニットへ任意入院となる。

